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(54)【発明の名称】 映像表示装置

(57)【要約】
【課題】  使用者が主に視聴しようとしている映像を損
なうことなく、タッチパネル用の映像やその他の映像を
表示し、これを利用できるようにした映像表示装置を提
供する。
【解決手段】  ＬＣＤ２１１の表示画面は、主表示領域
２１１Ｍと、この主表示領域２１１Ｍに連続して垂直方
向に追加の表示領域２１１Ｓとを有するようにする。主
表示領域２１１Ｍは、アスペクト比が、４対３、１６対
９などといった放送規格に準拠した画枠の映像をいっぱ
いに表示する。主表示領域以外の追加の表示領域２１１
Ｓには、タッチパネルなどの操作に関する情報や映像提
供チャンネルに関する情報、通信ネットワークを通じて
得た情報を表示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】放送規格に準拠した画枠の映像をいっぱい
に表示することが可能な大きさの主表示領域に加えて、
前記主表示領域を侵すことがないように、前記主表示領
域の垂直方向に連続して、さらに追加の表示領域を有す
る表示画面の表示素子と、
前記主表示領域に表示するようにする放送規格に準拠し
た画枠の映像を形成するための映像信号を処理する第１
の映像処理回路と、
前記主表示領域外の前記追加の表示領域に表示する映像
を形成するための映像信号を処理する第２の映像処理回
路と、
前記第１の映像処理回路からの映像信号による映像と、
前記第２の映像処理回路からの映像信号による映像とを
重なり合うことがないように合成して、前記表示素子の
前記表示画面に表示するようにする第１の合成回路とを
備えることを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】請求項１に記載の映像表示装置であって、
前記表示素子の表示画面に対して垂直方向にスクロール
させるようにして表示する映像を形成するための映像信
号を処理する第３の映像処理回路と、
前記表示素子の表示画面に対して垂直方向にスクロール
させるようにして表示する映像を前記表示素子の表示画
面に表示した場合に、前記表示画面の水平方向の端部側
に生じる未使用表示領域に表示する映像を形成するため
の映像信号を処理する第４の映像処理回路と、
前記第３の映像処理回路からの映像信号による映像と、
前記第４の映像処理回路からの映像信号による映像とを
重なり合うことがないように合成して、前記表示素子の
前記表示画面に表示するようにする第２の合成回路と、
使用者からの指示入力に応じて、前記第１の合成回路に
より合成する映像信号による映像と、前記第２の合成回
路により合成する映像信号による映像とのいずれを前記
表示素子に表示するかを制御する表示制御手段とを備え
ることを特徴とする映像表示装置。
【請求項３】請求項１または請求項２に記載の映像表示
装置であって、
少なくとも前記追加の表示領域に対応する表示画面上に
設けられ、前記表示画面上への使用者の接触位置を検出
する接触位置検出手段と、
前記接触位置検出手段により検出された前記表示画面上
の接触位置に応じた処理を行なうようにする制御手段と
を備え、
前記追加の表示領域に表示される映像と前記接触位置検
出手段とにより、操作入力受付手段を構成することを特
徴とする映像表示装置。
【請求項４】請求項１、請求項２または請求項３に記載
の映像表示装置であって、
前記第２の映像処理回路により処理される映像信号によ
り形成される映像は、選択可能な映像提供チャンネルに
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関する情報であることを特徴とする映像表示装置。
【請求項５】請求項１、請求項２または請求項３に記載
の映像表示装置であって、
映像提供チャンネルの選択履歴を記憶保持する記憶手段
を備え、
前記第２の映像処理回路により処理される映像信号によ
り形成される映像は、前記記憶手段に記憶された前記選
択履歴に基づいた選択頻度の高い映像提供チャンネルに
関する情報であることを特徴とする映像表示装置。
【請求項６】請求項４または請求項５に記載の映像表示
装置であって、
前記映像提供チャンネルに関する情報は、選択可能な各
映像提供チャンネルを特定するチャンネル特定情報、あ
るいは、選択可能な複数の映像提供チャンネルにより提
供される番組の番組一覧表であることを特徴とする映像
表示装置。
【請求項７】請求項１、請求項２または請求項３に記載
の映像表示装置であって、
前記第２の映像処理回路により処理される映像信号によ
り形成される映像は、
操作に関する情報であることを特徴とする映像表示装
置。
【請求項８】請求項１、請求項２または請求項３に記載
の映像表示装置であって、
前記第２の映像処理回路により処理される映像信号によ
り形成される映像は、通信ネットワークを通じて配信す
るようにされている情報であることを特徴とする映像表
示装置。
【請求項９】請求項２に記載の映像表示装置であって、
少なくとも前記未使用表示領域に対応する表示画面上に
設けられ、前記表示画面上への使用者の接触位置を検出
する第２の接触位置検出手段と、
前記第２の接触位置検出手段により検出された前記表示
画面上の接触位置に応じた処理を行なうようにする第２
の制御手段とを備え、
前記未使用表示領域に表示される映像と前記第２の接触
位置検出手段とにより、操作入力受付手段を構成するこ
とを特徴とする映像表示装置。
【請求項１０】請求項２または請求項９に記載の映像表
示装置であって、
前記第４の映像処理回路により処理される映像信号によ
り形成される映像は、選択可能な映像提供チャンネルに
関する情報であることを特徴とする映像表示装置。
【請求項１１】請求項２または請求項９に記載の映像表
示装置であって、
前記第４の映像処理回路により処理される映像信号によ
り形成される映像は、操作に関する情報であることを特
徴とする映像表示装置。
【請求項１２】請求項１または請求項２に記載の映像表
示装置であって、
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複数のデジタルコンテンツが時分割多重化された信号の
入力を受け付ける信号受付手段と、
前記信号受付手段を通じて受け付けた信号から、必要な
デジタルコンテンツを分離して、分離したコンテンツを
対応する映像処理回路に供給する分離手段とを備えるこ
とを特徴とする映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、例えば、テレビ
ジョン受像機などの映像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】比較的に大きな表示画面の液晶ディスプ
レイ（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａｌ  Ｄｉｓ
ｐｌａｙ）を用い、薄型化、軽量化して持ち運びが容易
で、家庭内のどこででも、また、庭先などにおいてもテ
レビ放送などを良好に視聴できるようにした映像表示装
置が提供されるようになってきている。
【０００３】このような映像表示装置は、視聴者（使用
者）の近傍に置かれて使用されることが多いので、ＬＣ
Ｄの表示画面に貼付した座標検出パネルと、ＬＣＤの表
示画面に表示した表示情報とにより、使用者からの指示
入力を受け付ける操作部としてのいわゆるタッチパネル
（タッチスクリーン）を構成し、このタッチパネルを通
じて、番組選択（チャンネル選択）や種々の調整操作な
どを簡単に行なうことができるようにされている。
【０００４】タッチパネルの場合には、目的に応じて表
示画面に表示する表示情報を変えることにより、その目
的に応じた操作部を構成することができる。したがっ
て、映像表示装置に対して、種々のハードウエアキーや
操作つまみを設ける必要がなく、映像表示装置の構成を
簡単にすることができるとともに、使用者にとって操作
がしやすい操作部を備えた映像表示装置が実現されてい
る。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ところで、前述したよ
うにタッチパネルにより操作部を構成する映像表示装置
の場合、タッチパネル用の映像は、例えば、所定の操作
操作を行なうことにより、表示素子の表示画面に表示し
たり、消去したりすることができるようにされている。
【０００６】しかし、映像表示装置を用いて放送番組を
視聴している場合において、例えば、視聴する番組を変
更するために、番組選択用のタッチパネルを表示するな
どのように、タッチパネル用の映像を表示するようにし
た場合には、その表示したタッチパネル用の映像によっ
て視聴中の放送番組の映像が隠されてしまう。
【０００７】このように、操作の必要が生じタッチパネ
ル用の映像を表示素子の表示画面に表示した場合に、視
聴中の放送番組などの映像が損なわれる状態が生じるこ
とは、操作がしにくくなるなどの使用上の問題とはなら
ないものの、使用者に対して親切であるとはいえない。
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【０００８】このため、透明度を表すアルファ値（０か
ら１の間の値）を用いることにより、半透明の映像を表
現するアルファ・ブレンディングと呼ばれる手法を用
い、タッチパネル用の映像を半透明の映像として表示す
ることにより、タッチパネル用の映像とともに、このタ
ッチパネル用の映像を透過して元から表示されている放
送番組などの映像をも観視できるようにしておくことが
考えられる。
【０００９】しかし、タッチパネル用の映像を半透明の
映像として表示するようにしても、タッチパネル用の映
像は元から表示されている放送番組の映像に重ねて表示
するようにされるので、元から表示されている映像を全
く損なうことがないようにすることはできない。
【００１０】また、最近の映像表示装置においては、例
えば、インターネットへの接続機能をも備え、放送番組
などの映像のほか、インターネット上に提供されている
種々のコンテンツをダウンロードしてきて表示したり、
電子メールの作成、送信、受信、表示などの電子メール
機能を用いたりする映像表示装置も提供されている。
【００１１】一般には、放送番組を視聴可能にする機能
と、インターネットを通じて提供される情報を視聴可能
にする機能とは、それぞれ独立に用いる場合が多いもの
の、例えば、放送番組を視聴しながら、インターネット
を通じて提供される情報も同時に見ることができるよう
にしたいとする要求がある。このような場合において
も、放送番組の映像とインターネットを通じて提供され
る情報との両方を損なうことなく見ることができるよう
にしておくことが望ましい。
【００１２】以上のことにかんがみ、この発明は、使用
者が主に視聴しようとしている映像を損なうことなく、
タッチパネル用の映像やその他の映像を表示し、これを
利用できるようにした映像表示装置を提供することを目
的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、請求項１に記載の発明の映像表示装置は、放送規格
に準拠した画枠の映像をいっぱいに表示することが可能
な大きさの主表示領域に加えて、前記主表示領域を侵す
ことがないように、前記主表示領域の垂直方向に連続し
て、さらに追加の表示領域を有する表示画面の表示素子
と、前記主表示領域に表示するようにする放送規格に準
拠した画枠の映像を形成するための映像信号を処理する
第１の映像処理回路と、前記主表示領域外の前記追加の
表示領域に表示する映像を形成するための映像信号を処
理する第２の映像処理回路と、前記第１の映像処理回路
からの映像信号による映像と、前記第２の映像処理回路
からの映像信号による映像とを重なり合うことがないよ
うに合成して、前記表示素子の前記表示画面に表示する
ようにする第１の合成回路とを備えることを特徴とす
る。
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【００１４】この請求項１に記載の発明の映像表示装置
によれば、表示素子は、主表示領域と、この主表示領域
に連続して垂直方向に追加の表示領域を有する表示画面
を有するものである。主表示領域は、アスペクト比が、
４対３、１６対９などといった放送規格に準拠した画枠
の映像をいっぱいに表示することが可能な領域であり、
追加の表示領域は、主表示領域の垂直方向に連続し、主
表示領域とは重複することのない領域である。
【００１５】そして、主表示領域に表示する映像を形成
する映像信号は、第１の映像処理回路において処理さ
れ、追加の表示領域に表示する映像を形成する映像信号
は、第２の映像処理回路において処理され、これらの各
映像処理回路からの映像信号が、第１の合成回路におい
て合成され、この合成された映像信号による映像が表示
素子の表示画面に表示される。
【００１６】これにより、主表示領域と追加の表示領域
とのそれぞれには、異なる映像をそのそれぞれを損なう
ことがないようにして表示することができる。換言すれ
ば、主表示領域は、放送規格に準拠した画枠の映像をい
っぱいに表示することができる大きさのものであるので
放送番組の映像などを損なうことなく表示した場合であ
っても、さらに追加の表示領域に各種の情報を表示する
ことができるようにされる。
【００１７】また、請求項２に記載の発明の映像表示装
置は、請求項１に記載の映像表示装置であって、前記表
示素子の表示画面に対して垂直方向にスクロールさせる
ようにして表示する映像を形成するための映像信号を処
理する第３の映像処理回路と、前記表示素子の表示画面
に対して垂直方向にスクロールさせるようにして表示す
る映像を前記表示素子の表示画面に表示した場合に、前
記表示画面の水平方向の端部側に生じる未使用表示領域
に表示する映像を形成するための映像信号を処理する第
４の映像処理回路と、前記第３の映像処理回路からの映
像信号による映像と、前記第４の映像処理回路からの映
像信号による映像とを重なり合うことがないように合成
して、前記表示素子の前記表示画面に表示するようにす
る第２の合成回路と、使用者からの指示に応じて、前記
第１の合成回路により合成する映像信号による映像と、
前記第２の合成回路により合成する映像信号による映像
とのいずれを前記表示素子に表示するかを制御する表示
制御手段とを備えることを特徴とする。
【００１８】この請求項２に記載の発明の映像表示装置
によれば、主表示領域と追加の表示領域とを有する表示
素子の表示画面に対して、垂直方向にスクロールさせる
ようにして表示する映像を形成する映像信号が、第３の
映像処理回路により処理される。
【００１９】また、垂直方向にスクロールさせるように
して表示する映像を表示素子の表示画面に表示させる場
合には、表示画面は放送規格に準拠した画枠の映像を表
示するのに十分な領域を持っているので、表示画面の水
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平方向の端部側に垂直方向にスクロールさせるようにし
て表示する映像が表示されない未使用領域が生じる。こ
の未使用表示領域に表示する映像を形成する映像信号
が、第４の映像処理回路により処理される。
【００２０】第３の映像処理回路、第４の映像処理回路
により処理された映像信号は、第２の合成回路に供給さ
れ、ここで合成される。そして、当該映像表示装置に設
けられる指示入力受付手段を通じて受け付けた指示入力
に応じて、第１の合成回路において合成するようにされ
た映像信号による映像を表示画面に表示するか、第２の
合成回路において合成するようにされた映像信号による
映像を表示画面に表示するかが表示制御手段により制御
される。
【００２１】これにより、放送規格に準拠した画枠の映
像と、表示画面の垂直方向にスクロールさせるようにし
て表示する映像とのいずれを主映像として表示する場合
であっても、それらの映像を損なうことなく表示素子に
表示することができるとともに、主映像が表示された表
示領域以外の表示領域には、種々の情報を表示して主情
報とともに使用者に提供することができるようにされ
る。
【００２２】また、請求項３に記載の発明の映像表示装
置は、請求項１または請求項２に記載の映像表示装置で
あって、少なくとも前記追加の表示領域に対応する表示
画面上に設けられ、前記表示画面上への使用者の接触位
置を検出する接触位置検出手段と、前記接触位置検出手
段により検出された前記表示画面上の接触位置に応じた
処理を行なうようにする制御手段とを備え、前記追加の
表示領域に表示される映像と前記接触位置検出手段とに
より、操作入力受付手段を構成することを特徴とする。
【００２３】この請求項３に記載の発明の映像表示装置
によれば、少なくとも追加の表示領域の表示画面上に
は、接触位置検出手段が設けられる。この接触位置検出
手段と、追加の表示領域に表示される映像情報とにより
操作入力受付手段が構成される。追加の表示領域は、主
表示領域と重複することはないので、主表示領域に表示
される映像を損なうことなく、操作入力受付手段を使用
者に提供し、これを使用者が操作することができるよう
にされる。
【００２４】また、請求項４に記載の発明は、請求項
１、請求項２または請求項３に記載の映像表示装置であ
って、前記第２の映像処理回路により処理される映像信
号により形成される映像は、選択可能な映像提供チャン
ネルに関する情報であることを特徴とする。
【００２５】この請求項４に記載の発明の映像表示装置
によれば、追加の表示領域には、選択可能な映像提供チ
ャンネルに関する情報が表示される。これにより、主表
示領域に表示される放送規格に準拠した画枠の表示映像
を損ねることなく表示して視聴可能にするとともに、他
の映像提供チャンネルに関する情報を追加の表示領域に
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7
表示し、使用者に提供することができるようにされる。
【００２６】また、請求項５に記載の発明の映像表示装
置は、請求項１、請求項２または請求項３に記載の映像
表示装置であって、映像提供チャンネルの選択履歴を記
憶保持する記憶手段を備え、前記第２の映像処理回路に
より処理される映像信号により形成される映像は、前記
記憶手段に記憶された前記選択履歴に基づいた選択頻度
の高い映像提供チャンネルに関する情報であることを特
徴とする。
【００２７】この請求項５に記載の発明の映像表示装置
によれば、当該映像表示装置を用いて放送番組などを視
聴した場合には、いつ、どの映像提供チャンネルにより
提供されたどの番組をどれ位視聴していたかを示す情報
などが選択履歴として記憶手段に記憶蓄積される。
【００２８】そして、追加の表示領域には、選択履歴に
基づいて、よく選択して視聴するようにしている映像提
供チャンネルに関する情報が表示される。これにより、
主表示領域に表示される放送規格に準拠した画枠の表示
画像を損ねることなく表示して視聴可能にするととも
に、過去の選択履歴に基づいたよく見ている映像提供チ
ャンネルに関する情報を追加の表示領域に表示し、使用
者に提供することができるようにされる。
【００２９】また、請求項６に記載の発明の映像表示装
置は、請求項４または請求項５に記載の映像表示装置で
あって、前記映像提供チャンネルに関する情報は、選択
可能な各映像提供チャンネルを特定するチャンネル特定
情報、あるいは、選択可能な複数の映像提供チャンネル
により提供される番組の番組一覧表であることを特徴と
する。
【００３０】この請求項６に記載の発明の映像表示装置
によれば、映像提供チャンネルに関する情報として、映
像提供チャンネルを特定する番号情報、提供中（放送
中）の番組のサムネイル、あるいは、ＥＰＧ（Ｅｌｅｃ
ｔｏｒｎｉｃ  ＰｒｏｇｒａｍＧｕｉｄｅ）などの番組
一覧表が表示するようにされる。これにより、目的とす
る映像提供チャンネルを迅速に見つけだしたり、見つけ
出した目的とする映像提供チャンネルに迅速に切り換え
たりすることができるようにされる。
【００３１】また、請求項７に記載の発明の映像表示装
置は、請求項１、請求項２または請求項３に記載の映像
表示装置であって、前記第２の映像処理回路により処理
される映像信号により形成される映像は、操作に関する
情報であることを特徴とする。
【００３２】この請求項７に記載の映像表示装置によれ
ば、追加の表示領域には、操作キーや種々の操作アイコ
ンなどの操作に関する情報が表示するようにされる。こ
れにより、使用者にとって使いやすい操作入力受付手段
を構成し、これを提供することができる。
【００３３】また、請求項８に記載の発明の映像表示装
置は、請求項１、請求項２または請求項３に記載の映像
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表示装置であって、前記第２の映像処理回路により処理
される映像信号により形成される映像は、通信ネットワ
ークを通じて配信するようにされている情報であること
を特徴とする。
【００３４】この請求項８に記載の発明の映像表示装置
によれば、当該映像表示装置は、例えばインターネット
などの通信ネットワークへの接続機能を備えており、通
信ネットワークに接続して、この通信ネットワーク上に
提供されている種々の情報をダウンロードして、追加の
表示領域に表示することができるようにされる。
【００３５】これにより、放送規格に準拠した画枠の映
像を損なうことなく主表示領域に表示して見ることがで
きるようにされるとともに、通信ネットワークを通じて
主津得した種々の情報を追加の表示領域に表示し、主表
示領域に表示した情報と、追加の表示領域に表示された
情報とを同時に観視し、必要な情報を見逃すことがない
ようにすることができる。
【００３６】また、請求項９に記載の発明は、請求項２
に記載の映像表示装置であって、少なくとも前記未使用
表示領域に対応する表示画面上に設けられ、前記表示画
面上への使用者の接触位置を検出する第２の接触位置検
出手段と、前記第２の接触位置検出手段により検出され
た前記表示画面上の接触位置に応じた処理を行なうよう
にする第２の制御手段とを備え、前記未使用表示領域に
表示される映像と前記第２の接触位置検出手段とによ
り、操作入力受付手段を構成することを特徴とする。
【００３７】この請求項９に記載の発明の映像表示装置
によれば、表示画面の垂直方向にスクロールさせるよう
にして映像を表示する場合に、表示画面の水平方向の端
部側には、スクロール表示される映像は表示されない未
使用部分が生じる。少なくともこの未使用部分の表示画
面上に接触位置検出手段が設けられる。
【００３８】この接触位置検出手段と、表示画面の未使
用部分に表示される映像情報とにより操作入力受付手段
が構成される。スクロール表示される映像の表示されな
い未使用部分は、スクロール表示される映像が表示され
る部分とは重複することはないので、垂直方向にスクロ
ール表示される映像を損なうことなく、操作入力受付手
段を使用者に提供し、これを使用者が操作することがで
きるようにされる。
【００３９】また、請求項１０に記載の発明の映像表示
装置は、請求項２または請求項９に記載の映像表示装置
であって、前記第４の映像処理回路により処理される映
像信号により形成される映像は、選択可能な映像提供チ
ャンネルに関する情報であることを特徴とする。
【００４０】この請求項１０に記載の発明の映像表示装
置によれば、表示画面の垂直方向にスクロールさせるよ
うにして表示する映像を表示した場合に、スクロールさ
せて表示する映像が表示されない表示画面上の未使用部
分には、選択可能な映像提供チャンネルに関する情報が
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9
表示される。
【００４１】これにより、表示画面の垂直方向にスクロ
ールさせるようにして表示する映像を損なうことなく表
示して視聴可能にするとともに、他の映像提供チャンネ
ルに関する情報を未使用領域に表示して、使用者に提供
することができるようにされる。
【００４２】また、請求項１１に記載の発明の映像表示
装置は、請求項２または請求項９に記載の映像表示装置
であって、前記第４の映像処理回路により処理される映
像信号により形成される映像は、操作に関する情報であ
ることを特徴とする。
【００４３】この請求項１１に記載の映像表示装置によ
れば、表示画面の垂直方向にスクロールさせるようにし
て表示する映像を表示した場合に、スクロールさせて表
示する映像が表示されない表示画面上の未使用部分に
は、操作キーや種々の操作アイコンなどの操作に関する
情報が表示するようにされる。これにより、使用者にと
って使いやすい操作入力受付手段を構成し、これを提供
することができる。
【００４４】また、請求項１２に記載の発明の映像表示
装置は、請求項１または請求項２に記載の映像表示装置
であって、複数のデジタルコンテンツが時分割多重化さ
れた信号の入力を受け付ける信号受付手段と、前記信号
受付手段を通じて受け付けた信号から、必要なデジタル
コンテンツを分離して、分離したコンテンツを対応する
映像処理回路に供給する分離手段とを備えることを特徴
とする。
【００４５】この請求項１２に記載の映像表示装置によ
れば、例えば、デジタル放送信号のように、複数のテレ
ビ放送番組、データ放送番組、ＥＰＧデータなど種々の
デジタルコンテンツがパケット化されて時分割多重化さ
れた信号が供給され、これが受付手段により受け付けら
れる。
【００４６】受け付けられた多重化信号は、分離手段に
供給される。そして、分離手段においては、例えば、使
用者からの指示に応じて、目的とするたデジタルコンテ
ンツが抽出され、これが対応する適切な処理回路に供給
されて、処理され表示素子の表示画面に表示するように
される。
【００４７】これにより、多数のデジタルコンテンツが
時分割多重化されたデジタル信号を受信し、これを処理
することができる。そして、目的とする放送規格に準拠
した画枠の映像を損なうことなく表示画面の主表示領域
に表示して視聴を可能にし、さらに追加の表示領域をチ
ャンネル変更操作パネルなどの操作パネルとして用いる
ようにすることができる。
【００４８】また、多重化されて提供されるＷｅｂペー
ジや電子メールなどの映像を画面の垂直方向にスクロー
ルさせるようにして表示するとともに、スクロールさせ
るようにして表示される映像が表示されない未使用領域
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にも操作パネルなどを構成するようにするなどことがで
きる。すなわち、従来できなかった態様で２種類以上の
映像情報をそのいずれをも損なうことなく表示が可能な
新たな映像表示装置を実現することができる。
【００４９】
【発明の実施の形態】次に、図を参照しながら、この発
明による映像表示装置の一実施の形態について説明す
る。
【００５０】［映像表示システムについて］図１は、こ
の発明による映像表示装置の一実施の形態が適用された
映像表示装置２００が用いられて構成された映像表示シ
ステムを説明するための図である。図１に示すように、
この実施の形態の映像表示システムは、ベース装置１０
０、映像表示装置２００、外部機器３００とからなって
いる。ベース装置１００と映像表示装置２００との間
は、無線により通信を行なうことができるようにされて
いる。無線通信のための送受信アンテナは、ベース装置
１００、映像表示装置２００ともその筐体内に内蔵され
ている。
【００５１】そして、図１に示すように、この実施の形
態のベース装置１００は、例えば、デジタル衛星放送網
やデジタルケーブルテレビ放送網などのデジタル放送網
と、インターネット等の通信網とに接続されるととも
に、ＶＴＲ（Ｖｉｄｅｏ  Ｔａｐｅ  Ｒｅｃｏｒｄｅ
ｒ）、ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ  Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ  
Ｄｉｓｋ）プレーヤ、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ  Ｄｉｓｋ  Ｄ
ｒｉｖｅｒ）などの外部機器３００を接続することがで
きるものである。
【００５２】すなわち、ベース装置１００は、ＩＲＤ
（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ  Ｒｅｃｅｉｖｅｒ  Ｄｅｃｏ
ｄｅｒ）やＳＴＢ（Ｓｅｔ  Ｔｏｐ  Ｂｏｘ）と呼ばれ
るデジタル放送の受信機としての機能と、インターネッ
ト接続機能とを備えるとともに、各種の外部機器の接続
が可能とされたものである。
【００５３】そして、ベース装置１００は、受信したデ
ジタル放送信号や、インターネットを通じてダウンロー
ドするようにしたＷｅｂページや電子メールの情報、さ
れには、外部機器からの映像信号や音声信号を、パケッ
ト化するとともに、これを時分割多重化した送信信号を
形成して、これを映像表示装置２００に送信することが
できるものである。また、後述もするように、ベース装
置１００は、映像表示装置２００からの制御信号などを
受信し、受信した制御信号などに応じた処理を行なうこ
とができるものである。
【００５４】なお、ベース装置１００に接続されたデジ
タル放送網を通じて提供されるデジタル放送信号は、い
わゆるデジタル多チャンネル放送の放送信号であり、１
つの伝送路に複数のチャンネルのテレビ放送番組やデー
タ放送番組の映像データや音声データ、さらにＥＰＧや
種々の制御データなどが時分割多重化されて提供される
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ものである。
【００５５】使用者は、目的とするチャンネルが多重化
されている伝送路を選局するとともに、目的とする映像
提供チャンネルを選択することにより、その目的とする
映像提供チャンネルにおいて放送するようにされている
番組の視聴が可能となるようにされる。具体的には後述
もするように、この実施の形態においては、伝送路の選
局処理は、ベース装置１００側において行なわれ、目的
とする番組やＷｅｂページなどの映像提供チャンネルの
選択抽出処理は、映像表示装置２００側で行なわれるも
のとして説明する。
【００５６】なお、この実施の形態においては、上述の
ように、多数のコンテンツが多重化されたデジタル多チ
ャンネル放送信号の伝送路を単に伝送路と呼び、その伝
送路を通じて伝送されるデジタル放送信号に多重化する
ようにされている多数のチャンネルのそれぞれを単にチ
ャンネルと呼ぶ、さらにベース装置１００から送出され
る多重化信号に多重化されているコンテンツの提供チャ
ンネルを映像提供チャンネルと呼ぶ。
【００５７】すなわち、ベース装置１００から映像表示
装置２００に送信される多重化信号は、デジタル放送信
号により提供された放送番組を提供するための映像提供
チャンネルと、Ｗｅｂページや電子メールなどのインタ
ーネットを通じて取得したコンテンツなどを提供するた
めの映像提供チャンネルと、外部機器から供給された例
えば映画などのコンテンツを提供するための映像提供チ
ャンネルとが多重化されたものである。
【００５８】もちろん、これら全ての映像提供チャンネ
ルが常に多重化されている訳ではない。例えば、デジタ
ル放送信号により提供された放送番組を提供するための
映像提供チャンネルと、インターネットを通じて取得し
たコンテンツなどを提供するための映像提供チャンネル
だけが多重化されていたり、インターネットを通じて取
得したコンテンツなどを提供するための映像提供チャン
ネルと、外部機器から供給された例えば映画などのコン
テンツを提供するための映像提供チャンネルだけが多重
化されていたりする場合なども有り得るものである。
【００５９】このように、ベース装置１００は、デジタ
ル多チャンネル放送により提供される放送番組や、イン
ターネットを通じて提供されるＷｅｂページや電子メー
ル、さらには、外部機器からの映像信号や音声信号など
の種々のコンテンツを多重化した多重化信号（送信信
号）を形成し、これを映像表示装置２００に供給するこ
とができるものである。
【００６０】そして、図１において、映像表示装置２０
０は、ベース装置１００からの多重化信号を受信し、こ
の受信したベース装置１００からの多重化信号に多重化
されている目的とする映像提供チャンネルのコンテンツ
を抽出して、そのコンテンツの映像、音声を視聴できる
ようにするものである。
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【００６１】このため、映像表示装置２００は、表示素
子としてのＬＣＤ２１１を備えるとともに、図１におい
ては図示しないがスピーカをも備えたものである。そし
て、後述もするように、この実施の形態の映像表示装置
２００のＬＣＤ２１１は、アスペクト比（画面の横縦
比）が１対１（１：１）の正方形の表示画面を有するも
のである。
【００６２】そして、詳しくは後述もするが、例えば、
図１において映像表示装置２００のＬＣＤ２１１におい
て、表示画面の上側４分の３を放送規格に準拠したアス
ペクト比が４対３の映像を全く損なうことなく表示する
ための主表示領域とし、この主表示領域以外の表示領域
を追加の表示領域として、例えば、チャンネル選択のた
めの情報などを表示するなどして用いることができるよ
うにしている。
【００６３】この場合、ＬＣＤ２１１の表示画面の少な
くとも追加の表示領域部分に座標検出パネルを貼付して
おくことにより、この座標検出パネルとチャンネル選択
のための表示とによりいわゆるタッチパネルを構成し、
使用者からの入力操作を受け付ける操作入力受付手段と
して用いることができるようにしている。
【００６４】また、前述もしたように、ベース装置１０
０は、インターネットへの接続機能を備えており、種々
のＷｅｂページや自己宛ての電子メールをダウンロード
してきて映像表示装置２００のＬＣＤ２１１に表示する
ことが可能であるが、この場合には、主表示領域、追加
の表示領域の区別なく、ＬＣＤ２１１の表示画面の垂直
方向にスクロールさせて表示することができるようにし
ている。
【００６５】さらに、後述もするように、垂直方向にス
クロールさせるようにしてＷｅｂページや電子メールを
ＬＣＤ２１１の表示画面に表示する場合には、表示画面
の水平方向の端部側には、未使用領域が生じるが、ここ
に操作に関するアイコンなどの表示するとともに、この
未使用領域となる表示画面上の部分に座標検出パネルを
貼付しておくことによりタッチパネルを構成し、操作入
力受付手段を設けるようにすることもできるようにして
いる。
【００６６】すなわち、この実施の形態の映像表示シス
テムは、テレビ放送番組の視聴も、インターネットを通
じてダウンロードするＷｅｂページやインターネットを
通じて送受信する電子メールの表示をも行なうため、放
送規格に準拠した画枠の映像や垂直方向のスクロール
（縦スクロール）を伴う映像の両方を扱うことが要求さ
れるが、そのいずれについても良好に表示し、しかもこ
れらの映像を損なうことなくその他の情報をも表示して
提供できるようにしようとするものである。
【００６７】なお、前述もしたように、映像表示装置２
００からベース装置１００に対して、例えばデジタル多
チャンネル放送の伝送路の選局指示などの制御信号を送
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信し、ベース装置１００を映像表示装置２００を通じて
遠隔操作することもできるようにしている。
【００６８】このように、映像表示装置２００は、放送
規格に準拠した画枠の映像を表示することが可能な、例
えば、アスペクト比が４対３（４：３）、あるいは、１
６対９（１６：９）などの表示画面ではなく、アスペク
ト比が４対３、あるいは、１６対９の表示領域に連続し
て、さらに垂直方向に追加の表示領域を有する表示画面
のＬＣＤ２１１を備えたものである。
【００６９】なお、この実施の形態において、ＬＣＤ２
１１の表示画面は、アスペクト比が１対１のものである
ものとして説明するが、ＬＣＤ２１１の表示画面のアス
ペクト比は、厳密に１対１でなくてもよい。例えば、１
対０．９、１対１．１など、１対１近傍のアスペクト比
であればよい。すなわち、従来の４対３、１６対９のア
スペクト比の主表示領域に加えて、垂直方向に追加の表
示領域を設けた構成となっていればよい。
【００７０】また、外部機器３００は、前述もしたよう
に、ＶＴＲ、ＤＶＤプレーヤ、ＨＤＤなどの現在市販さ
れている電子機器である。このため、外部機器３００
は、この実施の形態においては、例えば、ＨＤＤである
ものとし、その詳細な説明については省略する。
【００７１】このように、図１に示すこの実施の形態の
映像表示システムは、ベース装置１００からの送信信号
を映像表示装置２００が受信し、映像表示装置２００を
用いて目的とするコンテンツを視聴することができるよ
うにしたものである。以下、ベース装置１００、映像表
示装置２００の具体的な構成と動作について説明する。
【００７２】［ベース装置について］まず、ベース装置
１００について、具体的に説明する。図２は、ベース装
置１００を説明するためのブロック図である。図２に示
すように、ベース装置１００は、デジタル放送網との接
続端子１０１、受信処理部１０２、スクランブル解除部
（デ・スクランブル部）１０３、通信網との接続端子１
０４、通信処理部（モデム部）１０５、外部機器との接
続端子１０６、外部インターフェース部（以下、外部Ｉ
Ｆ部と略称する。）１０７、送信信号形成部１０８、送
信処理部１０９、アンテナ共用機１１０、送受信アンテ
ナ１１１、受信処理部１１２を備えている。
【００７３】また、ベース装置１００は、各部を制御す
る制御部１２０を備えている。この制御部１２０は、Ｃ
ＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ  Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ  Ｕｎｉ
ｔ）１２１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ  Ｏｎｌｙ  Ｍｅｍｏｒ
ｙ）１２２、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ  Ａｃｃｅｓｓ  Ｍ
ｅｍｏｒｙ）１２３、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ
ａｌｌｙ  Ｅｒａｓａｂｌｅ  ａｎｄ  Ｐｒｏｇｒａｍ
ｍａｂｌｅ  ＲＯＭ）１２４が、ＣＰＵバス１２５を通
じて接続されて構成されたマイクロコンピュータであ
る。
【００７４】ここで、ＲＯＭ１２２は、このベース装置
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１００において実行するプログラムや処理に必要になる
データやパラメータなどが記録されたものである。ま
た、ＲＡＭ１２３は、主に各種の処理おいて、処理の途
中結果などを保持するなど、いわゆる作業領域として用
いられるものである。また、ＥＥＰＲＯＭは、不揮発性
のメモリであり、繰り返し使用するようなデータなど常
時記憶保持しておかなければならないデータやパラメー
タなどが記録されるものである。
【００７５】また、制御部１２０には、ＩＣカードイン
ターフェース部（以下ＩＣカードＩＦ部と略称する。）
１３１、キー操作部１３２、表示部１３３が接続されて
いる。ＩＣカードＩＦ部１３１は、例えば、受信選局し
たデジタル放送信号に施されているスクラブ処理を解除
するためのキー情報などが記録されたＩＣカード１４０
からのデータの読み出し、および、ＩＣカード１４０へ
のデータの書き込みを行なうものである。
【００７６】キー操作部１３２は、例えば、電源のオン
／オフスイッチなどの基本的な幾つかの操作キーを有す
るものである。また、表示部１１３は、例えば、ＬＣＤ
やＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ  Ｅｍｉｔｔｉｎｇ  Ｄｉｏｄ
ｅ）などからなり、状態表示やエラー表示などを行なう
部分である。
【００７７】そして、デジタル放送網を通じて放送され
る多数のデジタル放送信号は、接続端子１０１を通じて
受信処理部１０２に供給される。受信処理部１０２は、
制御部１２０からの制御信号に基づいて、指示された伝
送路のデジタル放送信号を選局し、選局したデジタル放
送信号を復調して、後段のスクランブル解除部１０３に
供給する。
【００７８】スクランブル解除部１０３は、これに供給
されら復調後のデジタル放送信号に施されているスクラ
ンブル処理を制御部１２０からのスクランブル解除のた
めのキー情報を用いて解除し、これを送信信号形成部１
０８に供給する。なお、スクランブル解除のためのキー
情報は、前述もしたように、ＩＣカードＩＦ部１３１を
通じてＩＣカード１４０から読み出された情報である。
【００７９】一方、通信処理部１０５は、制御部１２０
からの制御に応じて、所定のＩＳＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ
  Ｓｅｒｖｉｃｅ  Ｐｒｏｖｉｄｅｒ）のサーバを通じ
てインターネットに接続し、目的とするＷｅｂページな
どにアクセスして、これをダウンロードするようにす
る。ダウンロードするようにしたＷｅｂページなどのイ
ンターネット上からのデータは、通信処理部１０５にお
いて復調され、送信信号形成部１０８に供給される。
【００８０】また、外部機器との接続端子１０６に接続
された外部機器からの信号は、接続端子１０６を通じて
外部ＩＦ部１０７に供給される。接続端子１０６、外部
ＩＦ部１０７は、所定のデジタルインターフェース規格
に準拠するものであり、例えば、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉ
ｔｕｔｅ  Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ  ａｎｄ  Ｅｌｅｃｔ



(9) 特開２００３－８７６７３

10

20

30

40

50

15
ｒｏｎｉｃｓ  Ｅｎｇｉｅｅｒｓ）１３９４規格、ある
いは、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ  Ｓｅｒｉａｌ  Ｂ
ｕｓ）規格などに準拠するものである。
【００８１】そして、外部ＩＦ部１０７は、これに供給
された外部機器からのデジタル信号をこのベース装置１
００において処理が可能な形式のデジタル信号に変換
し、変換後のデジタル信号を送信信号形成部１０８に供
給する。
【００８２】送信信号形成部１０８は、これに供給され
たデジタル信号をパケット化するとともに、これを時分
割多重化した多重化信号（送信信号）を形成する。この
実施の形態において、スクランブル解除部１０３からの
デジタル放送信号には、既に複数のチャンネルの放送番
組のデータがパケット化されて時分割多重化されてい
る。
【００８３】しかし、送信信号形成部１０８は、デジタ
ル放送信号に多重化されている各チャンネルの放送番組
のパケットを分離し、必要に応じて再パケット化を行な
ってこの実施の形態の映像表示システムに合致する形式
のパケットを形成するとともに、通信処理部１０５から
のデータや外部ＩＦ部１０７からのデータをも多重化し
た送信信号を形成する。
【００８４】送信信号形成部１０８において形成された
送信信号は、送信処理部１０９に供給される。送信処理
部１０９は、送信信号形成部１０８から供給された送信
信号を実際に送信する形式の信号にするために変調した
り、必要なレベルにまで増幅したりするなどの処理を行
なう。処理後の信号は、共用器１１０、送受信アンテナ
１１１を通じて映像表示装置２００に送信される。
【００８５】なお、共用器１１０は、送信する信号が、
後述するように映像表示装置２００から送信され当該ベ
ース装置１００が受信する信号に対して干渉することを
防止するようにするためのものである。
【００８６】このようにして、ベース装置１００は、デ
ジタル放送により提供される放送番組、Ｗｅｂページ、
電子メール、外部機器からのコンテンツなどの種々のコ
ンテンツをパケット化して時分割多重化した送信信号を
形成し、これを映像表示装置２００に対して送信するこ
とができるものである。
【００８７】また、ベース装置１００は、前述もしたよ
うに、映像表示装置２００から送信されてくる制御信号
を受信し、この受信した制御信号に応じて各部を制御し
たり、また、映像表示装置２００側において作成された
送信用電子メールを受信し、これを目的とする相手先に
送信したりするなどのことができるようにされている。
【００８８】すなわち、映像表示装置２００からの信号
は、送受信アンテナ１１１により受信され、共用器１１
０を通じて受信処理部１１２に供給される。受信処理部
１１２は、これに供給された受信信号を復調し、復調後
の信号を制御部１２０に供給する。
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【００８９】制御部１２０は、受信処理部１１２からの
信号がデジタル放送信号の選局変更要求である場合に
は、これに応じて受信処理部１０２を制御し、受信選局
するデジタル放送信号を変更するようにする。また、制
御部１２０は、受信処理部１1２からの信号が電子メー
ルの送信要求と送信用電子メールとであるときには、通
信処理部１０５を制御し、送信用電子メールを通信処理
部１０５を通じて、目的とする相手先のメールボックス
が設けられているインターネット上のサーバ装置に送信
するようにする。
【００９０】この他、Ｗｅｂページや自己宛ての電子メ
ールの取り込み要求など、映像表示装置２００から送信
されてくる使用者の要求に応じた制御信号に応じて、ベ
ース装置１００は、種々の処理を行なうことができるよ
うにしている。
【００９１】このように、ベース装置１００は、後述す
る映像表示装置２００を通じて遠隔操作し、選局するデ
ジタル放送信号の変更を行なったり、要求されたＷｅｂ
ページにアクセスしてこれをダウンロードしたり、ま
た、電子メールの受信や送信などを行なうことができる
ものである。
【００９２】［映像表示装置について］次に、映像表示
装置２００について、具体的に説明する。図３は、映像
表示装置２００を説明するためのブロック図である。図
３に示すように、映像表示装置２００は、送受信アンテ
ナ２０１、共用器２０２、受信処理部２０３、ベースバ
ンドプロセッサ２０４、ＭＡＣ（メディア・アクセス・
コントローラ）２０５、データ処理部２０６、ビデオ処
理部２０７、オーディオ処理部２０８、ＯＳＤ（オン・
スクリーン・ディスプレイ）部２０９、合成処理部２１
０、ＬＣＤ２１１、スピーカ２１２、座標検出パネル２
１３、座標検出部２１４、送信信号形成部２１５、送信
処理部２１６を備えている。
【００９３】また、映像表示装置２００は、各部を制御
する制御部２２０を備えている。この制御部２２０は、
ＣＰＵ２２１、ＲＯＭ２２２、ＲＡＭ２２３、ＥＥＰＲ
ＯＭ２２４が、ＣＰＵバス２２５を通じて接続されて構
成されたマイクロコンピュータである。また、制御部２
２０には、例えば、電源のオン／オフスイッチ、音量調
整キーなどの基本的な幾つかの操作キーを有するもので
ある。
【００９４】ここで、ＲＯＭ２２２は、この映像表示装
置２００において実行するプログラムや処理に必要にな
るデータやパラメータ、文字フォントデータなどが記録
されたものである。また、ＲＡＭ２２３は、主に各種の
処理おいて、処理の途中結果などを保持するなど、いわ
ゆる作業領域として用いられるものである。また、ＥＥ
ＰＲＯＭは、不揮発性のメモリであり、繰り返し使用す
るようなデータなど常時記憶保持しておかなければなら
ないデータやパラメータ、あるいは、履歴情報などが記
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録されるものである。
【００９５】そして、前述したように、ベース装置１０
０から送信される多重化信号は、送受信アンテナ２０１
により受信され、共用器２０２を通じて受信処理部２０
３に供給される。受信処理部２０３は、これに供給され
た多重化信号を復調し、復調後の多重化信号をベースバ
ンドプロセッサ２０４に供給する。
【００９６】ベースバンドプロセッサ２０４に供給され
た信号は、所定の方式でデータ圧縮されているので、ベ
ースバンドプロセッサ２０４は、これに供給された信号
を伸張処理して圧縮前の元のデジタルデータに復元し、
これをＭＡＣ２０５に供給する。
【００９７】ＭＡＣ２０５は、これに供給されたデジタ
ルデータから制御部２２０からの指示に応じたコンテン
ツのデータを分離抽出する。そして、ＭＡＣ２０５は、
分離抽出したコンテンツが、Ｗｅｂページや電子メール
などのデータコンテンツである場合には、これをデータ
処理部２０６に供給し、抽出したコンテンツが、テレビ
放送番組などの映像データ（ビデオデータ）である場合
には、これをビデオ処理部２０７に供給する。また、Ｍ
ＡＣ２０５は、抽出したオーディオデータをオーディオ
処理部２０８に供給する。オーディオデータは、オーデ
ィオデータ単独で提供される場合もあるが、通常はＷｅ
ｂページやテレビ放送番組の映像データに付随して提供
するようにされている。
【００９８】データ処理部２０６は、これに供給された
Ｗｅｂページや電子メールなどのデータからＬＣＤ２１
１の表示画面に立てスクロールするようにして表示する
映像を形成するための映像表示データを形成し、これを
合成処理部２１０に供給する。また、ビデオ処理部２０
７は、これに供給された映像データから放送規格に準拠
した画枠の映像であって、ＬＣＤ２１１の表示画面の主
表示領域に表示する映像を形成する映像表示データを形
成し、これを合成処理部２１０に供給する。
【００９９】合成処理部２１０には、ＯＳＤ部２０９か
らの映像表示データも供給される。ＯＳＤ部２０９は、
この映像表示装置２００のＲＯＭ２２２などの保持され
ているフォントデータなどに基づいて、データ処理部２
０６からの映像表示データによる映像やビデオ処理部２
０７からの映像表示データによる映像とともに表示する
映像を形成する映像表示データを形成する。
【０１００】図４は、この実施の形態の映像表示装置の
ＬＣＤ２１１の表示画面を説明するための図であり、図
５、図６は、ＬＣＤ２１１の表示画面に表示される映像
の表示例を説明するための図である。
【０１０１】この実施の形態の映像表示装置２００のＬ
ＣＤ２１１は、図４に示すように、アスペクト比が１対
１の表示画面を有するものである。このため、例えば、
図５に示すように、ＬＣＤ２１１の表示画面の上側をア
スペクト比が４対３の主表示領域２１１Ｍとし、この主
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表示領域２１１Ｍにアスペクト比が４対３の放送規格に
準拠した映像を表示した場合には、ＬＣＤ２１１の表示
画面の垂直方向の下側には、追加の表示領域２１１Ｓが
存在する。
【０１０２】また、図６に示すように、ＬＣＤ２１１の
左側の領域２１１ＭＴにＷｅｂページなどの縦スクロー
ルするようにして表示する映像を表示した場合には、表
示画面の右側には未使用領域２１１ＳＴが生じる。
【０１０３】ＯＳＤ部２０９は、図５に示した追加の領
域２１１Ｓまたは図６に示した未使用領域２１１ＳＴに
表示する映像を表示するための映像表示データを形成す
る。なお、ＯＳＤ部２０９において形成される映像表示
データは、詳しくは後述もするが、図５に示したような
選択可能なチャンネルに関する情報や図６に示したよう
な操作に関する情報などである。
【０１０４】なお、図５に示した例の場合には、ＬＣＤ
２１１の表示画面において、上側のアスペクト比が４対
３の表示領域（垂直方向の上側７５％の表示領域）が放
送番組の映像などの放送規格に準拠した画枠の映像を主
映像として表示する主表示領域２１１Ｍであり、下側の
アスペクト比が４対１の表示領域（垂直方向の下側２５
％の表示領域）が追加の映像を表示する追加の表示領域
である。
【０１０５】また、図６に示した例の場合には、ＬＣＤ
２１１の表示画面において、左側の表示領域（水平方向
の左側８０パーセントの表示領域）がＷｅｂページなど
の縦スクロールして表示する映像を主映像として表示す
る主表示領域２１１ＭＴであり、右側の領域（水平方向
の右側２０％の表示領域）が未使用領域２１１ＳＴであ
る。
【０１０６】そして、合成処理部２１０は、これに供給
された映像表示データによる映像を合成し、ＬＣＤ２１
１のアスペクト比が１対１の表示画面に表示する映像を
表示するための映像信号を形成し、これをＬＣＤ２１１
に供給する。これにより、ＬＣＤ２１１のアスペクト比
が１対１の表示画面いっぱいに、放送規格に準拠した画
枠の映像とＯＳＤ部２０９からの映像表示データによる
映像とが、あるいは、Ｗｅｂページなどの縦スクロール
して表示する映像とＯＳＤ部２０９からの映像表示デー
タによる映像とが、そのそれぞれの映像を侵すことなく
表示するようにされる。
【０１０７】また、オーディオ処理部２０８には、ＭＡ
Ｃ２０５において分離抽出されたオーディオデータが供
給されるので、オーディオ処理部２０８は、これを処理
して、スピーカ２１２に供給するアナログオーディオ信
号を形成し、これをスピーカ２１２に供給する。これに
より、ＭＡＣ２０５において分離抽出されたオーディオ
データに応じた音声が、スピーカ２１２から放音される
ことになる。
【０１０８】このようにして、ベース装置１００からの
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多重化信号に多重化されているデータから使用者が目的
とするデータを抽出し、そのデータに応じた映像をＬＣ
Ｄ２１１の表示画面に表示したり、そのデータに応じた
音声をスピーカ２１２から放音したりすることができる
ようにされる。
【０１０９】そして、前述もしたように、この実施の形
態の映像表示装置２００は、放送番組の映像などの放送
規格に準拠した画枠の映像を表示する場合には、図５に
示したように放送番組の映像を侵すことがないように、
追加の領域２１１Ｓにチャンネル選択に関する情報など
を表示することができるとともに、Ｗｅｂページなどの
縦スクロールするようにして表示する映像を表示する場
合には、図６に示したように表示画面の垂直方向いっぱ
いの領域を用いて縦スクロールして表示するようにする
映像を表示し、これを侵すことがないように未使用領域
２１１ＳＴに操作に関する情報などを表示することがで
きるようにしている。
【０１１０】さらに、この実施の形態の映像表示装置２
００の場合には、ＬＣＤ２１１の表示画面上であって、
少なくとも追加の表示領域２１１Ｓ上、および、未使用
領域２１１ＳＴ部分には、座標検出パネル２１３が貼付
されている。この座標検出パネルには、座標検出部２１
４が接続され、座標検出パネル上の使用者の指などが接
触された座標位置を検出し、これを制御部２２０に通知
することができるようにしている。
【０１１１】そして、追加の表示領域２１１Ｓに表示さ
れる映像や未使用領域２１１ＳＴに表示された映像と、
座標検出パネル１２３および座標検出部２１４とにより
タッチパネルを構成し、使用者からの入力操作を受け付
けることができるようにしている。
【０１１２】これにより、チャンネルの変更指示が入力
されたときには、制御部２２０は、ＭＡＣ２０４を制御
して、指示されたチャンネルの映像を分離抽出し、これ
に応じた映像を表示するようにする。なお、分離抽出さ
れるデータが、放送規格に準拠した画枠の映像か、縦方
向にスクロールして表示するようにする映像かに応じ
て、合成処理部２１０も制御されることになる。
【０１１３】また、タッチパネルを通じて受け付けた入
力操作が、デジタル放送信号の伝送路の変更指示や、Ｗ
ｅｂページのＵＲＬなどの場合には、それらの指示や情
報は、制御部２２０から送信信号形成部２１５に供給さ
れる。送信信号形成部２１５は、制御部２２０からの情
報に基づいて、ベース装置１００に送信する制御信号な
どの送信信号を形成し、これを送信処理部２１６に供給
する。
【０１１４】送信処理部２１６は、送信信号形成部２１
５からの送信信号を変調するなどして、実際に送信する
信号を形成し、これを共用器２０２、送受信アンテナ２
０１を通じてベース装置１００に送信する。これによ
り、前述もしたように、ベース装置１００は、映像表示
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装置２００からの制御信号や要求などに応じた処理を行
なうことができるようにしている。
【０１１５】なお、この実施の形態の映像表示装置２０
０は、ＬＣＤ２１１の表示画面の座標検出パネルが貼付
された部分に、電子メールを作成するためのキーボード
の表示を表示して、いわゆるソフトウエアキーボードを
実現するようにしている。これにより、電子メールの作
成も映像表示装置２００を通じて行い、ベース装置１０
０を介してインターネット上の目的とする相手先のサー
バのメールボックスに送信することができるようにして
いる。
【０１１６】このように、この実施の形態の映像表示シ
ステムは、ベース装置１００と映像表示装置２００とが
協働し、デジタル放送により提供される放送番組やイン
ターネットを通じて取得したＷｅｂページや電子メール
をタッチパネルの映像に侵されることなく表示して観視
することができるとともに、タッチパネルによって、種
種の操作を使用者が簡単に行なうことができるようにし
ている。
【０１１７】［具体的な表示態様について］次に、ＬＣ
Ｄ２１１の表示画面への映像の具体的な表示態様につい
て説明する。図７～図１１は、アスペクト比が１対１の
ＬＣＤ２１１の表示画面に映像を表示する場合の表示態
様を説明するための図である。ここでは、主映像として
放送規格に準拠した画枠の映像であるアスペクト比が４
対３の映像を表示する場合を例にして説明する。
【０１１８】図７、図８は、主映像を侵すことなく、選
択可能な映像提供チャンネルに関する情報をタッチパネ
ルの映像として表示する場合の表示態様について説明す
るものである。
【０１１９】まず、図７は、ＬＣＤ２１１の表示画面の
上側のアスペクト比が４対３の主表示領域２１１Ｍに、
視聴するように選択された放送番組の映像を表示するよ
うにするとともに、主表示領域２１１Ｍの下側の追加の
表示領域２１１Ｓには、よく視聴するようにしている映
像提供チャンネルにおいて、現在放送されている放送番
組の映像をサムネイル（画像見本）として表示するよう
にしたものである。
【０１２０】図７において、追加の表示領域２１１Ｓ内
に表示された現選択チャンネル（図においては現選択ｃ
ｈと記載。）２１１Ａは、主表示領域２１１Ｍに表示さ
れている映像（番組）を提供している映像提供チャンネ
ルのチャンネル番号である。また、Ｕ／Ｄキー２１１Ｂ
は、映像提供チャンネルを順次に変更するためのチャン
ネルアップ／ダウンキーである。また、メニューキー２
１１Ｃは、追加の表示領域２１１Ｓにメニュー画面を表
示するためのいわゆるメニュー呼び出しキーである。
【０１２１】そして、追加の表示領域２１１Ｓの表示Ｃ
１、表示Ｃ２、表示Ｃ３が、よく視聴している映像提供
チャンネルのサムネイルであり、この例の場合には、よ
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く視聴している映像提供チャンネルの上位３つのチャン
ネルのサムネイルを表示するようにしている。
【０１２２】この実施の形態において、表示Ｃ１、Ｃ
２、Ｃ３に表示する情報は、制御部２２０の制御によ
り、ＭＡＣ２０５において分離抽出するようにされた映
像提供チャンネルの映像を制御部２２０を通じてＯＳＤ
部２０９に供給し、ＯＳＤ２０９においてサイズ調整を
行なうとともに、現選択チャンネル２１１Ａ、Ｕ／Ｄキ
ー２１１Ｂ、メニューキー２１１Ｃなどと合成され、こ
れが合成処理部２１０に供給されてビデオ処理部２０７
からの主表示領域２１１Ｍに表示される映像と合成され
て、ＬＣＤ２１１の表示画面に表示するようにされる。
【０１２３】なお、サムネイルとして表示する映像提供
チャンネルの映像データをＭＡＣ２０５から直接にＯＳ
Ｄ部２０９に供給して処理するように映像表示装置２０
０を構成するようにすることもできる。
【０１２４】そして、表示Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３のうちの目
的とする映像提供チャンネルのサムネイルの表示部分に
使用者が指などを接触させると、その接触位置が座標検
出パネル２１３、座標検出部２１４を通じて検出され、
これが制御部２２０に通知される。制御部２２０は、検
出された接触位置を示す座標から、使用者によりどの映
像提供チャンネルが選択されたかを判別し、ＭＡＣ２０
５を制御して、分離抽出する映像提供チャンネルを選択
されたチャンネルに変更する。このように、表示Ｃ１、
Ｃ２、Ｃ３を映像提供チャンネルの選択のサムネイルと
して用いるようにすることができる。
【０１２５】なお、よく視聴している映像提供チャンネ
ルか否かは、映像提供チャンネル毎に例えば視聴時間の
累計を映像表示装置２００のＥＥＰＲＯＭ２２４などの
メモリに蓄積しておくようにすることによって、制御部
２２０において比較的に簡単に判別することができる。
もちろん、視聴時間のほか、選択回数などの必要な情報
を各映像提供チャンネル毎の視聴履歴として蓄積し、こ
れを利用するようにすることもできる。
【０１２６】次に、図８に示す表示態様の場合について
説明する。この図８の例の場合にも、ＬＣＤ２１１の表
示画面の上側のアスペクト比が４対３の主表示領域２１
１Ｍに、視聴するように選択された放送番組の映像を表
示することは、図７に示した例の場合と同じである。し
かし、図８に示した例の場合には、主表示領域２１１Ｍ
の下側の追加の表示領域２１１Ｓには、現在選択可能な
全ての映像提供チャンネルにおいて放送されている放送
番組の映像をサムネイルとして表示するようにしたもの
である。
【０１２７】この図８の例の場合には、ベース装置１０
０からの多重化信号に多重化されている映像提供チャン
ネルが１２チャンネル分あり、そのそれぞれの映像提供
チャンネルのサムネイルを表示ＣＨ１～ＣＨ１２として
表示するようにしたものである。
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【０１２８】このように、１２チャンネル分のサムネイ
ルの表示は、主にＣＭ（コマーシャル）放送時に有効な
ものである。例えば、ＣＭ時に他のチャンネルを選択
し、初めに視聴していた映像提供チャンネルのＣＭが終
了したのをサムネイルによって確認して主映像表示領域
２１１Ｍに表示する映像を元の映像チャンネルの映像に
戻すようにするなどのことができる。
【０１２９】なお、追加の表示領域２１１Ｓに表示する
映像は、図７の表示態様の場合と同様に、ＭＡＣ２０５
において分離抽出した各映像提供チャンネルの映像デー
タをＯＳＤ部２０９において処理することにより形成す
ることができる。
【０１３０】このように、図７、図８に示したように、
選択可能な映像提供チャンネルのサムネイルを追加の表
示領域２１１Ｓに表示することによって、使用者は、映
像提供チャンネルにおいて提供されている映像を確認し
て、目的とする映像提供チャンネルを選択するようにす
ることができる。また、図７に示した表示態様の場合に
は、選択される可能性の高い映像提供チャンネルに絞っ
てそのチャンネルのサムネイルを表示することができる
ので、確認、選択を迅速に行なうことができる。
【０１３１】また、通常は、図７に示した表示態様で表
示を行なうようにしておき、例えば、メニューキー２１
１Ｃを操作するなどの所定の操作を行なうことにより、
必要に応じて図８に示した表示態様で表示を行なうよう
にすることによって、視聴頻度の低い映像提供チャンネ
ルについても支障なく選択することができる。
【０１３２】なお、図７、図８に示した表示態様の例の
場合には、映像提供チャンネルを通じて提供されている
映像（現在放送中の番組の映像）をサムネイルとして表
示するようにしたが、これに限るものではない。例え
ば、図５に示したように、各映像提供チャンネルのチャ
ンネル番号や各映像提供チャンネルにおいて放送番組を
提供している放送会社のロゴマークなどの予め決められ
た映像を固定的に用いるようにしてもよい。
【０１３３】次に、図９、図１０、図１１に示す表示態
様について説明する。図９、図１０、図１１は、主映像
を侵すことなく、例えばインターネット等の通信ネット
ワークを通じて提供される情報などをも追加の領域に表
示する場合の表示態様について説明するものである。
【０１３４】まず、図９に示す表示態様であるが、この
図９に示す表示態様の場合にも、ＬＣＤ２１１の表示画
面の上側のアスペクト比が４対３の主表示領域２１１Ｍ
に、視聴するように選択された放送番組の映像を表示す
ることは、図７、図８の場合と同様である。
【０１３５】そして、図９に示す表示態様の場合には、
よく視聴するようにしている映像提供チャンネルのチャ
ンネル番号の表示２１１ＣＨと、インターネットを通じ
てベース装置１００が取得したＷｅｂページの情報の表
示２１１Ｎとを追加の表示領域２１１Ｓに表示するよう
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にしている。
【０１３６】また、Ｗｅｂページの情報の表示２１１Ｎ
は、例えば、水平方向にスクロールすることによって、
比較的に長い文章も表示することができるようにされ
る。なお、図９において、現選択チャンネル２１１Ａ、
Ｕ／Ｄキー２１１Ｂ、メニューキー２１１Ｃは、前述し
た図７、図８の場合と同様の機能を有するものである。
【０１３７】そして、この図９に示す表示態様の場合、
チャンネル番号の表示２１１ＣＨ、および、現選択チャ
ンネル２１１Ａ、Ｕ／Ｄキー２１１Ｂ、メニューキー２
１１Ｃの各表示は、制御部２２０により、例えば、ＲＯ
Ｍ２２２に用意されたフォントデータなどが用いられて
ＯＳＤ部２０９において形成される。また、Ｗｅｂペー
ジの情報の表示２１１Ｎは、制御部２２０の制御により
ＭＡＣ２０５において分離抽出され、制御部２２０を通
じてＯＳＤ部に供給されるＷｅｂページの情報に基づい
て、ＯＳＤ部２０９において形成される。
【０１３８】このようにして、ＯＳＤ部２０９において
形成された映像データが、合成処理部２１０において、
ビデオ処理部２０７からの映像データと合成され、図９
に示すように、放送規格に準拠した画枠の映像と、チャ
ンネル番号の表示２１１ＣＨと、Ｗｅｂページの情報
（この例の場合にはニュースを通知するための文字情
報）２１１Ｎが、それぞれ別個の表示領域に表示され
る。
【０１３９】次に、図１０に示す表示態様の場合につい
て説明する。この図１０に示す表示態様の場合にも、Ｌ
ＣＤ２１１の表示画面の上側のアスペクト比が４対３の
主表示領域２１１Ｍに、視聴するように選択された放送
番組の映像を表示することは、図７、図８、図９の場合
と同様である。
【０１４０】そして、図１０に示す表示態様の場合に
は、インターネットを通じてベース装置１００が取得し
たＷｅｂページの情報の表示を追加の表示領域２１１Ｓ
に表示するようにしている。図１０において、現選択チ
ャンネル２１１Ａ、メニューキー２１１Ｃは、前述した
図７、図８、図９に示した対応する表示と同様の機能を
有するものである。
【０１４１】この図１０に示す表示態様の場合には、Ｗ
ｅｂページの情報であって、天気予報に関する情報２１
１Ｗと、ニュースに関する情報２１１Ｎとを表示するよ
うにしたものである。天気予報に関する情報２１１Ｗ
は、例えば、その日の６時間毎の天気を示す表示と、最
低気温／最高気温の表示とからなるものである。また、
ニュースに関する表示２１１Ｎは、図９に示し表示態様
の場合と同様に、ニュースを通知するための文字情報で
ある。
【０１４２】そして、天気予報に関する情報２１１Ｗ
と、ニュースに関する情報２１１Ｎとは、制御部２２０
の制御によりＭＡＣ２０５において分離抽出され、制御
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部２２０を通じてＯＳＤ部に供給されるＷｅｂページの
情報に基づいて、ＯＳＤ部２０９において形成される。
【０１４３】このようにして、ＯＳＤ部２０９において
形成された映像データが、合成処理部２１０において、
ビデオ処理部２０７からの映像データと合成され、図１
０に示すように、放送規格に準拠した画枠の映像と、Ｗ
ｅｂページの情報であって、天気予報に関する情報２１
１Ｗとニュースに関する情報２１１Ｎが、それぞれ別個
の表示領域に表示される。
【０１４４】次に、図１１に示す表示態様について説明
する。図１１は、主映像を侵すことなく、電子番組表を
追加の領域に表示する場合の表示態様について説明する
ものである。この図１１に示す表示態様の場合にも、Ｌ
ＣＤ２１１の表示画面の上側のアスペクト比が４対３の
主表示領域２１１Ｍに、視聴するように選択された放送
番組の映像を表示することは、図７～図１０の場合と同
様である。
【０１４５】そして、この図１１の場合には、追加の表
示領域２１１Ｓに放送番組の番組表２１１Ｅと、この番
組表から目的とする番組を選択するためにカーソルを移
動させるための矢印キー群２１１Ｄと、メニューキー２
１１Ｃを表示するようにしている。
【０１４６】この場合、番組表を表示するための情報
は、基本的には、インターネットを通じて配信するよう
にされたり、あるいは、デジタル放送信号に多重化され
て提供されたりしたものであり、前述もしたようにベー
ス装置１００から送信されてくる多重化信号に多重化さ
れているものである。
【０１４７】なお、ベース装置１００は、必要に応じ
て、デジタル多チャンネル放送信号にもともと多重化さ
れていた番組表にＷｅｂページ用の映像提供チャンネル
を追加するな度の若干の変更を加えることもできるよう
にされている。
【０１４８】そして、電子番組表は、制御部２２０の制
御によりＭＡＣ２０５においてベース装置１００からの
多重化信号から分離抽出され、制御部２２０を通じてＯ
ＳＤ部に供給される番組表データ（ＥＰＧデータ）に基
づいて、ＯＳＤ部２０９において形成される。番組表以
外のメニューキー２１１Ｃ、矢印キー群２１１Ｄは、制
御部２２０により、例えば、ＲＯＭ２２２に用意された
フォントデータなどが用いられてＯＳＤ部２０９におい
て形成される。
【０１４９】このようにして、ＯＳＤ部２０９において
形成された像表示データが、合成処理部２１０におい
て、ビデオ処理部２０７からの映像表示データと合成さ
れ、図１１に示すように、放送規格に準拠した画枠の映
像と、番組表表示２１１Ｅとが、重なり合うなどのこと
なく、それぞれ別個の表示領域に表示される。
【０１５０】図９、図１０、図１１に示した表示態様の
ように、映像表示装置２００は、放送規格に準拠した画
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枠の映像とともに、Ｗｅｂページの情報などを放送規格
に準拠した画枠の映像を侵すことなく表示し、視聴者に
提供することができる。したがって、天気予報やニュー
スが見たいために、わざわざ映像提供チャンネルを替え
たり、Ｗｅｂページ画面を呼び出したり、番組表画面を
呼び出すなどのことを行なうことなく、必要な情報を得
ることができる。
【０１５１】以上、図７～図１１を用いて説明したよう
に、この実施の形態の映像表示装置２００は、ＬＣＤ２
１１のアスペクト比が１対１の表示画面を放送規格に準
拠した画枠の映像を表示するための主表示領域と、他の
種々の映像を表示するための追加の表示領域とに分け、
そのそれぞれの表示領域に異なる映像を表示できるもの
である。
【０１５２】また、追加の表示領域２１１Ｓに表示され
た映像と、表示画面の追加の表示領域上に貼付された座
標検出パネル２１３、座標検出部２１４とにより主表示
領域２１１Ｍに表示された映像を侵すことなくいわゆる
タッチパネルを構成し、このタッチパネルを通じて使用
者からの操作入力を受け付けることができるようにして
いる。
【０１５３】さらに、この実施の形態の映像表示装置２
００は、Ｗｅｂページや電子メールなどの縦スクロール
して表示するようにする映像をＬＣＤ２１１の表示画面
に表示する場合には、図６を用いて前述したように、Ｌ
ＣＤ２１１の縦方向いっぱいにＷｅｂページや電子メー
ルを表示するようにするとともに、水平方向の端部側、
例えば、図６に示したように、表示画面に向かって右側
に生じる未使用領域に、操作に関する情報などを表示す
るようにすることもできる。
【０１５４】すなわち、映像表示装置２００に対して、
使用者が目的とするＷｅｂページへのアクセス指示や自
機宛の電子メールの受信指示を入力すると、この操作入
力に応じた制御信号や要求信号が映像表示装置２００に
おいて形成され、これがベース装置１００に送信され
る。ベース装置１００は、制御信号や要求信号に応じ
て、目的とするＷｅｂページや自機宛の電子メールをダ
ウンロードしてきて、他のデータとともに多重化して、
映像表示装置２００に送信する。
【０１５５】そして、映像表示装置２００の制御部２２
０は、使用者からの操作入力が、Ｗｅｂページや電子メ
ールなどの縦スクロールする映像の表示指示であるとき
には、その指示されたＷｅｂページや電子メールを図６
に示したように、ＬＣＤ２１１の表示画面の向かって左
側に表示し、Ｗｅｂページや電子メールなどの縦スクロ
ールする映像の表示に用いられない未使用表示領域に操
作に関する映像などを表示する。
【０１５６】この場合、制御部２２０から制御に応じて
ＭＡＣにおいて分離抽出されるＷｅｂページや電子メー
ルなどの表示を行なうための映像表示データは、データ
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処理部２０６に供給され、ここで処理されて合成処理部
２１０に供給される。また、未使用表示領域に表示する
操作に関する情報などは、制御部２２０により、例え
ば、ＲＯＭ２２２に用意されたフォントデータなどが用
いられてＯＳＤ部２０９において形成される。
【０１５７】このようにして、ＯＳＤ部２０９において
形成された映像データが、合成処理部２１０において、
データ処理部２０６からの映像データと合成され、図６
に示すように、縦スクロールする映像と操作に関する情
報とをそのそれぞれが重複することなく、別々の表示領
域に表示させることができる。
【０１５８】そして、未使用領域に表示する映像は、図
６に示したように、「ホーム」、「更新」、「検索」、
「中止」、「ヘルプ」、「メニュー」などの各操作に対
応するアイコンを表示し、この表示部分に座標検出パネ
ルを貼付しておくことにより、いわゆるタッチパネルを
構成し、このタッチパネルを通じて、使用者からの操作
入力を受け付けることができるようにされる。
【０１５９】また、操作に関する情報だけでなく、基本
的には、図７～図１１を用いて説明した場合と同様に、
選択可能な映像提供チャンネルに関する情報、天気予報
やニュースなどのインターネットを通じて取得する情報
等を種々の態様で表示するようにすることができる。
【０１６０】［映像表示装置２００の動作について］次
に、図１２のフローチャートを参照しながら、映像表示
装置２００においての映像の表示制御処理について説明
する。図１２に示すフローチャートは、映像表示装置２
００に電源が投入され、例えば、ラストチャンネルメモ
リ機能などが用いられて、所定の映像提供チャンネルの
映像がＬＣＤ２１１の表示画面に表示された後に、所定
のタイミング毎に実行される処理である。
【０１６１】すなわち、制御部２２０は、所定の時間間
隔毎に図１２に示す処理を実行し、まず、使用者からの
操作入力を受け付ける（ステップＳ１０１）。このステ
ップＳ１０１の処理は、前述したタッチパネルを通じて
の操作入力と、映像表示装置の筐体に設けられている音
量調整キーなどのハードウエアキーを通じての操作入力
との両方を含むものである。
【０１６２】そして、制御部２２０は、使用者からの操
作入力を受け付けたか否かを判断する（ステップＳ１０
２）。ステップＳ１０２の判断処理において、操作入力
を受け付けていないと判断したときには、制御部２２０
は、図１２に示す処理を終了し、この図１２に示す処理
の次の実行タイミングまで待つ。
【０１６３】ステップＳ１０２の判断処理において、使
用者からの操作入力を受け付けたと判断したときには、
制御部２２０は、受け付けた操作入力は、映像提供チャ
ンネルの選択入力か否かを判断する（ステップＳ１０
３）。ステップＳ１０３の判断処理において、受け付け
た操作入力は、例えば、メニューキー操作や音量調節キ
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ー操作などであり、映像提供チャンネルの選択入力でな
いと判断したときには、制御部２２０は、メニュー表示
や音量調整などのステップＳ１０１において受け付け操
作入力に応じた処理を実行し（ステップＳ１０４）、こ
の図１２に示す処理を終了し、この図１２に示す処理の
次の実行タイミングまで待つ。
【０１６４】ステップＳ１０３の判断処理において、受
け付けた入力操作が、映像提供チャンネルの選択入力で
あると判断したときには、制御部２２０は、選択された
映像提供チャンネルは、放送規格に準拠した画枠の映像
を提供するチャンネルか否かを判断する（ステップＳ１
０５）。このステップＳ１０５の判断処理は、制御部２
２０が、サムネイルやアイコンなどのチャンネルに関す
る情報と、映像の形式とを管理しておくことにより用意
に判断することができる。また、選択された映像提供チ
ャンネルを通じて伝送されてくるパケットのヘッダ部の
情報に応じて判断するようにすることもできる。
【０１６５】そして、ステップＳ１０５の判断処理にお
いて、選択された映像提供チャンネルを通じて提供され
る映像が、放送規格に準拠した画枠の映像、すなわち、
アスペクト比が４対３の画枠の映像であると判断したと
きには、制御部２２０は、各部を制御し、放送規格の映
像を主映像として、主表示領域２１１Ｍに表示するとと
もに、ＯＳＤ部２０９において形成した映像を追加の表
示領域２１１Ｓに表示するようにして（ステップＳ１０
６）、この図１２に示す処理を終了し、図１２に示した
処理の次の実行タイミングまで待つ。
【０１６６】また、ステップＳ１０５の判断処理におい
て、選択された映像提供チャンネルを通じて提供される
映像が、例えば、Ｗｅｂページなどのように放送規格に
準拠した画枠の映像でない映像であると判断したときに
は、制御部２２０は、各部を制御し、放送規格の映像で
ない映像を主映像として、表示画面の向かって左側に縦
スクロールが可能な態様で表示するとともに、ＯＳＤ部
２０９において形成した映像を未使用領域２１１ＳＴに
表示して（ステップＳ１０７）、この図１２に示す処理
を終了し、図１２に示した処理の次の実行タイミングま
で待つ。
【０１６７】このように、この実施の形態の映像表示装
置２００は、放送規格に準拠した画枠の映像やＷｅｂペ
ージなどの縦スクロールして表示する映像を損なうこと
なく、種々の付随的な映像を１つの表示画面中に表示す
ることができる。
【０１６８】なお、この実施の形態においては、ベース
装置１００と映像表示装置２００とは別体の装置である
場合を例にして説明したが、これに限るものではない。
ベース装置１００と映像表示装置２００との機能を併せ
持つ映像表示装置を構成することもできる。
【０１６９】また、ベース装置に複数のアナログテレビ
放送の受信機能を設け、受信した複数のアナログテレビ
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放送信号をデジタル化するとともに、パケット化、多重
化するようにした多重化信号を映像表示装置に送信する
ようにすることもできる。またこのような、複数のアナ
ログテレビ放送の受信機能を設け備えた映像表示装置を
構成することも可能である。
【０１７０】また、ＬＣＤ２１１の表示画面の大きさ
は、そのアスペクト比が１対１、あるいは、その近傍の
比率のものであれば、様々なものを構成することができ
る。すなわち、大型の表示素子を用いたものや、もっと
コンパクトな表示素子を用いたものなど、様々な大きさ
のＬＣＤを用いることができる。
【０１７１】また、前述の実施の形態においては、追加
の表示領域は、主表示領域の下側に設け、未使用領域
は、縦スクロールするようにして表示する映像の左側に
設けるようにした場合を例にして説明した。しかし、こ
れに限るものではない。追加の表示領域は、主表示領域
の上側に設けてもよいし、上側と下側の両方に設けても
よい。また、未使用領域は、縦スクロールするようにし
て表示する映像の右側に設けてもよいし、右側と左側の
両方に設けるようにしてもよい。
【０１７２】また、追加の領域２１１Ｓや未使用領域２
１１ＳＴに表示する映像は、前述したものに限るもので
はない。例えば、自機宛の電子メールが到着したときに
は、これをリアルタイムに表示するようにしてもよい
し、また、電子メールを作成する場合にも用いるように
してもよい。また、映像表示装置の各種の状態、音量、
輝度、コントラストなどを表示するようにしてもよい。
この他、追加の領域２１１Ｓや未使用領域２１１ＳＴに
は、種々の映像を表示することができる。
【０１７３】また、前述の実施の形態において、映像表
示装置２００には、表示素子としてＬＣＤを用いた場合
を例にして説明したが、表示素子は、ＬＣＤに限るもの
ではなく、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ  Ｔｕｂ
ｅ）であってもよい。
【０１７４】また、この発明による映像表示装置を、例
えば、パーソナルコンピュータなどに搭載するようにす
ることも可能である。
【０１７５】また、映像表示装置は、アスペクト比が１
対１、あるいは、ほぼ１対１の構成とされるので、従来
のアスペクト比が４対３、１６対９といった横長の映像
表示装置と明確に区別し、そのアイデンティティを確立
することができる。
【０１７６】
【発明の効果】以上説明したように、この発明による映
像表示装置によれば、放送規格の映像を損なうことな
く、タッチパネルを構成するための映像を表示できるよ
うにしたり、Ｗｅｂページや電子メールなどの縦長の表
示が適しているものの場合には、画面の水平方向の端部
側にタッチパネルを設けるようにしたりするなど、表示
画面を有効に活用し、従来できなかった態様で様々な映
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像を表示することができる。
【０１７７】また、放送規格に準拠した画枠の映像、Ｗ
ｅｂページ、電子メールなどの様々な形の表示フレーム
に合わせて、綺麗な画面レイアウトができる。
【０１７８】また、タッチパネルを設ける表示画面上の
領域が広いので、更なるキーレス化を図るとともに、新
たなＧＵＩ（Ｇｒａｐｈｉｃａｌ  Ｕｓｅｒ  Ｉｎｔｅ
ｒｆａｃｅ）を設けることが容易となる。
【０１７９】また、放送規格に準拠した画枠の映像やＷ
ｅｂページなどの縦スクロールして表示するようにする
映像などの主映像を侵すことがないように、他の情報を
表示し、主映像と他の情報との両方をスムーズに見られ
るようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による映像表示装置の一実施の形態が
用いられて形成された映像表示システムを説明するため
の図である。
【図２】図１に示したベース装置１００の構成を説明す
るためのブロック図である。
【図３】図１に示した映像表示装置２００の構成を説明
するためのブロック図である。
【図４】図３に示した映像表示装置２００のＬＣＤの表
示画面の形状について説明するための図である。
【図５】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への映
像の表示態様を説明するための図である。
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【図６】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への映
像の他の表示態様を説明するための図である。
【図７】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への映
像の表示態様の具体例を説明するための図である。
【図８】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への映
像の表示態様の具体例を説明するための図である。
【図９】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への映
像の表示態様の具体例を説明するための図である。
【図１０】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への
映像の表示態様の具体例を説明するための図である。
【図１１】映像表示装置２００のＬＣＤの表示画面への
映像の表示態様の具体例を説明するための図である。
【図１２】映像表示装置２００において行われる映像表
示制御処理を説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
２００…映像表示装置、２０１…送受信アンテナ、２０
２…共用器、２０３…受信処理部、２０４…ベースバン
ドプロセッサ、２０５…ＭＡＣ（メディア・アクセス・
コントローラ）、２０６…データ処理部、２０７…ビデ
オ処理部、２０８…オーディオ処理部、２０９…ＯＳＤ
（オン・スクリーン・ディスプレイ）部、２１０…合成
処理部、２１１…ＬＣＤ、２１２…スピーカ、２１３…
座標検出パネル、２１４…座標検出部、２１５…送信信
号形成部、２１６…送信処理部
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